Treatment of Urinary Tract Infection with Oral Administration of Ilosone and Its Blood Level by 石神, 襄次 et al.
Titleアイロゾン内服による尿路感染症の治療並びに其の血中濃度に就て
Author(s)石神, 襄次; 齊藤, 広; 加古, 賢; 矢田, 文平













教 授 石 神 裏 次
助 手 齊 藤 広
助 手 加 古 賢
大学院学生 矢 田 文 平
   Treatment of Urinary Tract Infection with Oral Administration 
               of Ilosone and Its Blood Level 
 JOji ISHIGAMI, Hiroshi  SAITO,  Masaru KAKO and Bunpei YADA 
              From the Department of Dermatology and Urology, Osaka
 Medical College, Takatsuki, Japan 
   Clinical trial of Ilosone on various urinary tract infections and measurement of its 
blood level were undertaken and their results were as follows. 
 1) Blood level: 
   a. Ilosone tablet 200 mg, single dose of oral administration 
   b. Ilosone tablet 200 mg, oral administration every 6 hours 
 Oral administrations of Ilosone with the above mentioned schedule have been at-
tempted on 3 normal healthy subjects without renal dysfunction. 
   The peak blood level of Ilosone has been reached two hours after single dose of 
oral administration and maintained its effective blood level for 6 to 8 hours. The same 
fashion of blood level as in the case of single  dose administration was observed in 
every 6 hours continuous administration. 
   2) Clinical  trial  : 
   Oral administration of Ilosone were attempted on 18 patients with either staphy-
lococci, streptococci, or gonococci infection and 2 patients with secondary infection 
after surgical procedure. In 12 patients it was remarkably effective, in 7 patients 





omycinが極め て広 い抗菌 スペ ク トルを持 ち,
臨床 的に も有効で ある事 が認 め られ て以 来,其
の臨床並 びに基礎的実験 が内外数多 くの研究者
に よつて報告 され ている事 は周知 の 事 実 で あ
る.一 方 本剤 の各種 エステル に就 ては,Step-
hens(1954)2).Murphy(1954)3,の報告 を錦
矢 とす るが其 の後種 々のエステル化 が 試 み ら
れ,Gri伍th,Stephens等(1958)4,は其 の
propionylesterが比等 エステル剤の内で最高
の血 中濃 度を維持 す る事 を報告 した,
594石神.斉藤 ・加古 ・矢田一アイロゾン内服による尿路感染症の治療並びに其の血中濃度に就て
此 のErythromycinpropionate(アイp
ゾン)は 其 の後Gri缶th等 の研究 に よ つ て
Erythromycillbaseと比較 して より高度 の
血中濃度 を維持 し,且 抗菌力 もbaseに 比 し劣
らぬ ものであ る事 が確 認 されてい る.我 々は最
近 ア イロゾンの提供 を受け各種尿路感染 症に対
し臨床的 に応用す ると共 に,一 部 その血 中濃 度


























































(i)ア イ ロ ゾソ200mg単 独 投 与 時 の血 中濃 度
第1群 に示 す 如 く,3例 中1例 を 除 き30分後 には 既
に血 中へ の移 行 が 認 め られ る.1時 間 後 に は何 れ も上
昇 してO.3～1.Omcg/m1とな り,2時 間 後 に は最 高
値 を 示 して0.6～1.4mcg/m1を示す に 至 つ て い る.


















































服投与を行いその経過を観察 した,結 果は第3表 に示
す如くであるが今代表症例の経過を概述すれぽ次の如
くである,




































































































































































































現病歴;1週 間前感染機会があ り,その後3日 目よ
り外尿道口よりの排膿 と排尿痛を来たして来院した.
現症;外尿道口より黄色粘稠な濃汁の分 泌 を認 め





毎6時間,連 続投与を行って経過を観察 した.投 薬開
始後12時間目頃より排膿は著明に減少 し,排尿痛 も軽
となつた.24時間目の尿は尚軽度澗濁 し沈 渣 中 に膿
球,上皮細胞の他,散在性に双球菌を認めるが何れも
細胞外性で初回鏡検時に比し著しく減少 している.投


































現症;膀胱炎は赤白色に瀾濁し沈渣中に は多 数 の




















現病歴;約1年 前 より尿意頻数,血 尿,排 尿痛等を
訴え,1ケ 月前本院に於て右腎結核の診断を受け右腎



















thromycinbaseに抵抗性を示した も ので あ る.
症例は疾患別にすると,腎孟炎2例,化 膿性腎炎,結
石性腎膿腫,膀 胱炎各1例,急 性尿道炎,前 立腺炎各
3例,慢 性尿道炎7例,手 術後の二次感染2例,計
20例で起因菌は,葡 萄球菌9例,連 鎖球菌3例,連 鎖
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